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久喜市手話言語条例制定 1周年記念講演会 アンケート集計結果 

 

 

 

 

 

 

１ あなたの年齢 

  

年齢 人数 

２９歳未満 ４ 

３０歳代 １ 

４０歳代 ９ 

５０歳代 １２ 

６０歳代 １９ 

７０歳以上 ２６ 

無回答 ３ 

   

 

２ お住まいはどちらの地区ですか。 

 

地区 人数 
久喜地区 ４２ 
菖蒲地区 ６ 
栗橋地区 ４ 
鷲宮地区 １６ 
幸手市 ４ 
宮代町  １ 
無回答 １ 

 

 

 

 

・参加者数       １０８人 

・アンケート回収数    ７４人 

・アンケート回収率  ６８．５％ 

２９歳未満 ５．４％ 

３０歳代 １．４％ 

４０歳代 １２．２％ 

５０歳代 １６．２％ 

６０歳代 ２５．７％ 

７０歳以上 

２５．１％ 

無回答 ４．１％ 

久喜地区 ５６．８％ 

菖蒲地区 ８．１％ 

栗橋地区  

５．４％ 

鷲宮地区  

２１．６％ 

幸手市 ５．４％ 

宮代町 １．４％ 無回答 １．４％ 
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３ 本日の講演はいかがでしたか。 

 

感想 人数 
わかりやすかった ５４ 
普通 １１ 
難しかった ６ 
無回答 ３ 

 

 

 

 

 

４ 本日の講演を聞いて感じたことを自由にお書きください。 

 

手話が言語として理解が深まればいいと思います。関係者のご尽力応援いたし

ます。 

椅子がずらして並べてあると、先生の手話が見やすかったと思います。前の方

の頭で少し手話が見づらかったです。 

昔、手話が禁止されていたことは驚きだった。私も手話を学んで使い、守って

いきたいと思った。 

ろう者がどのような人のことを指すのかわかった。 

学生の時、ろう者は話をする人の口の動きを見て、内容を理解していることを

習いました。大内さんによると、口話法はかなり難しかったとのことであり、

これまで、自分では伝わっているつもりでも伝わっていなかったのではないか

と反省しています。これからは積極的に使っていきたいと思います。 

手話言語条例の必要性が理解できました。 

ろう者と聴者のコミュニティを進めていけたらすばらしいと思いました。 

ろう者の生活上の大変さが分かった。筆談だけではダメなんだと強く感じた。

「生まれつきなので、日本語がわからない」ということが理解できて良かっ

た。 

大内さんの講演を聞きました。わかりやすいので、とても良かったです。感動

しました。 

わかりやすかった 

７３．０％ 

普通  

１４．９％ 

難しかった 

８．１％ 

無回答 ４．１％ 
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手話の歴史から、手話言語を広められている経緯（なぜ必要なのか）等、わか

りやすい説明だった。 

手話は手の形や動きで表現するだけでなく、「表情」で表すことが大切である

ことを認識した。 

手話がろう学校で禁止された時代があったことを知り、驚いた。 

聴覚障がい者の方には、「情報保障」が必要であることを改めて認識した。 

手話は初めてで、すごく速く、手の動きが理解できなかった。手、表情を見て

いくのは難しかった。 

手話の普及を図るために、手話講座（初・中・上級）の受講できる機会を設け

てほしい。 

とても良かった。ありがとうございました。 

とてもいい講演と手話通訳でした。 

色々なテーマを出して、講演会に行ける機会があればと思います。市の職員も

もっと手話講習会で学んで、ろう者とコミュニケーションをする機会を作って

ください。熊谷市の福祉課の人たちは手話通訳ができるレベルということで

す。久喜市もがんばってください。 

診察券に「ろう者」の印をつけていただければいいのではないかと思います。 

聞こえる程度でコミュニケーションが違うことがわかりました。もっと街の中

で手話が広まると良いと思います。 

すばらしい講演でした。大内さんご苦労さまでした。またの機会を期待してい

ます。診察券に「ろう者」マークを付けてください。 

このような講演会に初めて参加させていただきました。現在、パラリンピック

も開催中で、テレビ等で手話を見ることが多くなりました。この機会に少しず

つ勉強してみたいと思います。 

わかりやすかった。よかったです。 

わかりやすい話で、とても有意義な時間をもつことができました。これを機に

ますます市民が「手話が言語である」ことに対して理解を深め、みんな手話が

できるようになるといいですね。 

手話の表現が聴者の私たちにとって、違和感を感じる表現もあることを知りま

した。また、手話が第一言語であることを知りました。 

手話通訳者（同時通訳）で大変良かった。 

いろいろ聞かせていただき、ありがとうございました。本当に私たちも勉強に

なりました。ありがとうございました。 
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通訳の方などがいないと、全く話がわからず、通じないという不安を大きく感

じた時がありました。それは、お互いに感じる不安だと思います。手話言語が

広まればよいと思います。 

とても明るい気持ちで講演を聞くことができました。ありがとうございまし

た。 

感動しました。手話言語条例制定をきっかけに手話を学んでみたいと思いま

す。手話はろう者にとって大切な言語であること。 

手話を広めてよかった。ありがとうございました。 

手話言語条例の必要性がわかりやすく理解できました。 

ろう者にとって、手話は本当に大切なものだと再認識しました。私も手話を大

切にして、ろう者の方とこれからもお付き合い（交流）していきたいと思いま

す。 

いい講演でした。 

久喜市の教育委員会で、小学生・中学生の授業に手話表現を生徒達に見せる時

間を早く取り上げて欲しいです。また、各種催事の時に、手話で３分間勉強す

る等、身近に感じてもらえることをぜひ始めていただければよいのではと感じ

ています。 

手話の勉強は続けていき、ボランティアに役立てていきたい。 

とてもわかりやすくて、勉強になりました。 

大内会長のお話を仕事の中で活かしていきたいと思います。ありがとうござい

ました。 

何度聴いても、ろう者の生活は大変と思います。少しでも理解を深めてともに

歩んでいきたいです。 

手話をもっと勉強すべきと思った。ろう者と対等に対話できるように、協力で

きるように。 

いろいろな障がい者がいる中で、見てわからない障がいは難しい立場であり、

理解されることが少ないようだ。 

手話、挨拶、皆さんと一緒に勉強した。「へえー」という声があり、もっと知

りたいようでした。 

とても良くわかりやすくお聞きいたしました。 

明確な手話を言葉に、手話言語条例の意義を、そして、コミュニケーションの

現状を丁寧に話していただきました。ありがとうございました。 

手話でコミュニケーションがとれる。すばらしい。手話言語条例により、手話

に興味を持つ人が多くなると思います。 

ろう者、手話の歴史が理解できました。 
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手話について、あまりよく知りませんでしたが、この講演会でなぜ「手話言語

条例」が必要か、わかりました。もっともっとろう者の方が住みやすい街にな

るといいですね。 

手話の成り立ち、歴史、ろう学校での教育、手話言語条例成立までの流れがと

てもよくわかりました。 

もう少し手話をやって欲しかったです。 

手話を少しでも学びたいと思いました。 

日頃、学ぶ機会が少ない内容だった。ろうの歴史についてもお話があり、知ら

なかった内容を多く聞くことができた。大変勉強になった、またこのような機

会をいただけたらありがたいです。 

今後、どのように手話を啓蒙していくかが課題。もっと一般市民を対象とした

講演会等が必要。 

大内先生の優しい笑顔と姿勢は変わらず、すばらしかった。 

大内さんの手話、とてもわかりやすかったです。 

座席の間取りが狭かったので、講師の手話が前の人の頭で見えにくかった。 

手話を使いやすい環境整備（例えば、大きな店舗（アリオ、ヨーカドー）等手

話がのできるボランティアの設置を） 

市の広報等でいろいろと紹介されて少しでも理解しようと参加させていただい

ております。皆さんの努力を感じます。 

ろう者の方のご苦労を少しでも理解させていただきました。この先少しで協力

させていただけることがあったら、出来る限り協力させていただきたいと思っ

た。 

初めての参加でしたので、とても感動しました。 

手話教室があれば、是非受けたい。日常の何気ないことで、不便な思いをして

いることがいろいろあるんですね。 

床がフラットなので、講演者の手話が見えない。工夫が欲しい。 

手話言語条例の具体的な講演でした。早く手話言語法ができるといいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成３０年３月１８日 

久喜総合文化会館広域文化展示室 

6 

 

５ 今後、参加してみたい手話講演会のテーマ等がありましたらお書きくださ 

い。  

 

手軽なコミュニティの方法 

手話には成り立ちの違いがあることから、「手話」という言語の成り立ちにつ

いての講演があるといいと思います。 

生活手話など、日常で感じる手話やろう者からの視点など聞いてみたい。 

また講演会がありましたら、出来るだけ参加したいと思います。 

また参加したい。 

手話を学べる機会があれば参加したいです。 

手話を楽しく学習する方法。健聴者（日本語）とろう者（手話）のずれ（文化

の違い）。 

ろう者が体験したゆかいなお話。例えば、旅行の際のびっくりしたお話とか。 

ろう文化について～具体例をあげて～ 

手話の講演をやってほしい。 

愛着障がい 

久喜市で行われている手話講座は、ボランティア活動が前提としたものです

ね。単純に手話を学べる機会があるとうれしいです。 

久喜市手話言語条例制定 1周年おめでとうございます。みんなで寄り添って生

きていきたいです。少しでも、身近な人にそれが大きな輪になってほしいで

す。 

 


